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状 に 吐 糸 し トン ネル を 作り , ュ コケ を 食べ て 現在 生育 中 で ある . 


3. 東北 地方 北部 と 北陸 地方 中 部 に み ら れ る 黒 化 型 紫 類 の 多発 地帯 に つい て 大 和田 守 
工業 地帯 の 召 煙 に よる 汚染 が 原因 で お こる 時 化 現象 の ほか に , 原因 は よく 分 か ら な い 場 合 が 多い の だ が , 
ある 特定 の 地方 に 黒 化 型 が 多く 出現 する 例 を KETTLwELL (1973) は , 英国 か ら 記録 し て いる . 日 本 に も こ 
の よう な 例 が 確か に ある の で 紹介 し た い . 

アオ バハ ガタ ョ トッ ウ Aztvaleria viridimacula に 褐色 型 が ある こと は 杉 (1982, 日 本 産 虹 類 大 図鑑 ) に よ 
り 示 され た が , その 後 , 全国 の アン ケー ト 調 査 で , この 型 が 岩手 , 秋田 , 青森 各 県 と , 渡島 半島 に 見 られ , 
秋田 県 北部 と 青森 県 で は 出現 頻度 が きわ め て 高い (20 - 50%) こ と が 明らか に な っ た . また , 秋田 県 北部 の 
褐色 型 の 多発 地帯 で は ケン モン ミド リキ リア ガ Dagseochaeta viridis の 黒 化 型 が 6 頭 採集 きれ て お り , この 地方 
に 黒 化 型 が 出る 何ら か の 原因 が ある こと は 予想 され る が , まだ 特定 され て は いな い ( 大 和田 , 1983, 国立 科 
博 専 報 No.16). 

これ と よく 似 た 地域 が 日 本 に は も う 5 1 か 所 ある . ゴマ ケン モン oz ZZ の 完全 な 黒 化 個体 が 富山 県 
か ら 3 例 報告 が あり ( 杉 , 1968, 1970 ; 南山 , 1979), また , 新潟 県 の 妙高 高原 で も 採集 きれ て いる (佐藤 , 
1985) が , それ ぞ れ 1 例 だ け で あっ た . し か し , 素 魚 川 市 小滝 の 明星 山南 区 で は か な り の 個体 数 が 採集 され 
て いる . ここ は , 石灰 岩 の 巨 大 な 岩 壁 が あり , ツゲ や イワ シモ ッ ケ を 食べ る 岩場 の 峨 の 大 産地 で , この 黒い 
岩 壁 が 黒 化 個 体 の 維持 に 役立っ て いる に 違い な い . な お , この 黒 化 型 は 中 間 型 が 出 な い . また , ここ に は り 
ン ゴ ッ ノ テ ダ シャ ク Phthonosema tendinosaria の 黒 化 個体 も 多い , 本 種 の 黒 化 個 体 の 多発 の 例 は 石川 県 南 
部 で 富沢 (1984, 誘 峨 姓 No.96) が 詳し く 報 告 し て お り , 石川 県 か ら 新潟 県 西部 は 黒 化 型 峨 類 の 多発 地帯 と 
いっ て 良い と 思わ れる . 


4 . 鱗 超 類 の 超 の か た ちの 形成 に つい て 吉田 昭 広 
鱗粉 類 の 成虫 災 の か た ち は , 工 の 期 芽 の 辺 縁 部 の 細胞 が , 退化 ・ 消 和 失 し , 残っ た 部 分 が 成虫 分 化 を 遂げ る 
こと に よっ て 形成 され る (F. SUFFERT, 1929. Wilh. Roux' Arch.120: 229 - 383). この , 次 の か た ちの 形成 
時 に み ら れ る , 細胞 の 退化 ・ 消 失 (すなわち , 「 細 胞 死 」) の 現象 に つい て , モン シロ チョ ウゥ を 用 いて 検討 し 
YS 

映 束 芽 の うち , 後に 細胞 死 を 起こ す 領 域 を 「 退 化 域 」, 成虫 分 化 を 遂げ る 領域 を 「 分 化 域 」 と 呼ぶ こと に 
する . 退化 城 は , (SOFFERT が 退化 域 を 認め て いな い ) 前 超 前 縁 も る 含め て , すべ て の 辺 緑 部 に 存在 する . た 
だ し , 前 次 前 銀 の 退化 域 は , 他 の 辺 縁 部 に 比べ て 著しく 狭い . 

暴 次 芽 の 辺 緑 部 の 細胞 死に よっ て 生じ た ( 由 ク チク ラ で 囲ま れ た ) wing case 内 で は , 成虫 分 化 を 起こ し 
た 郊 芽 の 辺 縁 部 か ら , 細長 い 毛 が ほほ case 内 いっ ぱい に 伸びる. た だ し , 辺 緑 部 の うち , 退化 域 が いち じ 
くし く 狭 い 前 次 前 綴 で は , この 毛 は 極め て 短 か い . 

前 次 上 面 で は , 幅 クチ クラ の 外観 か ら , 分 化 域 と 退化 域 の 境界 を , 幅 化 直後 か ら 知 る こと が で きる . 前 次 
外縁 の ' 境界 」 近 く の 退 化 域 に , 遇 化 直後 に アル ミ 秒 の 小片 を 刺 入 する . 羽化 し た 成虫 の 次 の 辺 縁 部 の 毛 は , 
この アル ミ 特に 接し て いた 部 位 で は , 著しく 短く な っ て いる ., この 結果 は , 農 次 芽 の 辺 縁 部 に 起こ る 細胞 死 
は , 辺 縁 部 の 細長 い 毛 の 正常 な 発生 の た め の , 必要 条件 の 一 つ で ある こと を 示し て いる . 

この , 前 次 前 に み ら れ ず , 他 の すべ て の 辺 緑 部 に 存在 する 細長 い 毛 は ,「 速 く 飛 ぶな と き に 次 の 後方 に 生 
じ る と 思わ れる , 乱 流 の 領域 を 小さ くす る 機能 」 を も つの で は な いか , と の 行動 学 上 の 仮説 を 提出 し た . 


5. ヒメ ギフ チョ ウ 族 の 分 化 に つい て 者 える 新川 勉 
Luehdorfia 属 の 分 化 た に つい て は 諸説 が ある が , 著者 は 性 交尾 器 に つい て 多数 の 個体 を 調査 比較 する 機 
会 が あっ た . これ に つい て は 『 昆 虫 と 自然 』1988 年 4 月 号 に その 結果 を 詳し く 発 表し た . その 報 文 で も 
7aponica と. の zz2097 に お いて は 明確 に 種 問 の 差 が あり, 300 個体 程 の 中 に 両 種 の 紛らわしい 個体 は みあ た 
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ら な か っ た , そし て 両 種 の 雑 交 と 思わ れる 個体 に つい て も 一 個体 調査 し た が , . japonzca の 形態 を 示し て 
いた . 一 方 . 7zZ/97 の 亜 種 と され る /. pb. inexpecta, L. か. yessoensis, た. か . coreana, ん . か puziloi を 調査 
し た が , これ ら は 一 つの グル ー プ と し て の 変異 の 中 に あっ た . これ ら の こと か ら 考 えら れる こと と は , L. 
japonica が LDL. が 27707 の 一 群 よ り 分 化し た と の 考え か た に は , 非常 に 無理 か ある よう に 思わ れる . 推察 出来 
る こと は , この 二 種 は 同じ よう な 時 期 に 祖 系 より 別々 の 種 と し て 分 化し て か ら 日 本 列島 に 分 散 し て きた の 
で は な いか , と 考え られ る . 著者 等 が 幼虫 期 の 形態 より 考え た こと は , ア . ヵ . co7e222 に 黄斑 を 和 失っ た 個体 
群 が か あり , これ が ア . poz2ce に 種 分 化 を 起こ し た の で あろ うと 考え て いた の で ある が ず 性 交尾 器 の 形態 や 
期 の ミク ョ 形態 な どの 比較 か ら 明 ら か に 相容れない も の で ある と と が 解っ た . それ に は 朝鮮 半島 南部 の 庄 
島 に お ける 了 ア . が zz27o7 の 一 群 が 黒 い 黄斑 を 失っ た 幼虫 群 (大 方 は ) で あり , また 冬期 氷点 下 に な る こと の 少 
な い 低 地 に 分 布 し て お り , アア . 7 の ozzc2 群 の 南限 に 等 し い 処 に 分 布 し て いる 個体 群 を 多数 調査 研究 出来 た の 
で , これ ら 近 似 種 問 の 関係 が より 明確 に な っ た と 思わ れる . すなわち 朝鮮 半島 南部 諸島 産 の 個体 は ア . 
7zz2o7 の 形態 で あり , L. japonica と は 関係 の な いも の と 思わ れる . そこ で より 重要 に な っ た の は / ア . puziloi 
群 の 分 化 分 散 で ある . ざ 性 交尾 器 よ り 考 えら れる こと は , 日 本 産 . ヵ . ze の ec4g の な か に 朝鮮 半島 南部 諸島 
産 の も つ 形 態 が 一 部 に 見 られ る こと で ある . それ は 日 本 産 . み mexpecta と 強い 関係 を 示 暴 する も の で あ 
る . そし て この 形態 が 朝鮮 半島 や 沿海 州 産 の 個体 に は 全く 見 られ な いこ と で ある . 朝鮮 半島 南部 諸島 産 の . 
ヵ zz2o7 は 朝鮮 半島 産 . か cozegz2 と は 諸島 形成 時 に は 分 化し て いた の で は な いか と , 考え る 事 が 出来 る . 
また 日 本 産 . カ . 7e の ec/2 や ア . ヵ . 》eSsoe2S7S は 朝鮮 半島 南部 諸島 産 の 個体 群 と 系 統 的 な 深い 関係 に ある と 
考え られ る . 尚 この 諸島 産 の 個体 群 は 諸島 特産 の アッ ツバサ イイ ン を 食 草 と し て お り , ケイ リン サイ シン や カ 
ン ア オイ 類 は 分 布 し な い . 


6. アゲ ハチ ョ ウ 科 の 種 間 ・ 亜 種 問 交雑 の 結果 より みた 種 の 定義 阿 江 茂 
MAyR は 種 を 生殖 能力 の 点 の み に よ っ て 「 同 種 は 互い に 交配 可能 な 自然 集団 の 群 で あり , 異種 と は 生殖 的 
に 隔離 され て いる . 」 と 定義 し て いる . 演者 は 毎 代 有人 性 生殖 に よっ て 世代 を くり か えす 生物 集団 の 蝶 の 研究 
より この 定義 を より 明確 化し た 「 同 種 は 互い に まっ た く 自 由 に 交雑 し , 完全 な 生殖 能力 を も っ た 子 係 を つく 
りつ づけ る こと と の で きる 自然 集団 の 群 で あり , 遺伝 的 に 自由 な 交雑 が さま た げ ら れ て いて 相 接 し て も ゃ ー つ 
の 集団 に な り 得 な いか , 交雑 こ に お いて F。 形 成 が 完全 で な い 状 態 の いずれ か まで 生殖 的 な 隔離 が 進ん だ 時 異 
種 と な る .」 を 提案 し て いる が , 近年 沖縄 本 鳥 よ り 両 側 に 向う 隣接 地 間 で 互 に 形態 的 に 少く と る も 亜 種 と み と 
め ら れる 形態 的 な 差 を 有する カラ ス ア ゲハ 群 の 交雑 実験 の 結果 より この 定義 を 再考 察し た . すなわち 本 州 
産 と 沖縄 本 島 産 , 本 州 産 と 台湾 産 間 の 交雑 で は F。 の 形成 は 明らか に 完全 で は な い . し か し 沖縄 本 島 と 入 重 
山 諸島 問 の 交雑 で は 戻し 交雑 で F」 の 雄 ・ 雌 と も に 生殖 能力 か ある こと が 確認 で きた . 一 方 沖縄 本 島 と 奄美 
大 島 間 の 交雑 で は F, の 雌 の 生殖 能力 は 確認 で き て いな い が , 奄美 大 島 と 本 州 問 の 交雑 で は F」 の 雌雄 の 生 将 
能力 の 存在 は 確認 し て いる . この 場合 は 分 布地 の は な れ た 集団 の 間 で は F。 の 形成 が 完全 で な く て も , 隣接 
地 を 通じ て 連続 的 に F。 が 完全 に 形成 され れ ば , 同種 と し て 取扱 うこ と が で きる と 考え られ る . 他方 沖縄 本 
島 と 八重 山 諸島 間 の 交雑 の 場合 な ど に お いて F, の 雄 と 雌 の 羽化 に か な り の 時 期 の 差 が か みとめ られ , これ に 
よっ て F。 の 形成 が さま た げ ら れる こと が 実験 条件 下 で は ある が お こっ て いる . 今後 更に 多く の 交雑 実験 を 
つづ ける こと に よっ て , と れ ら の 関係 を 明確 化す る と と も に , 種 の 定義 に つい て $ 考 えた い . 














7. カラ ス ア ゲハ と その 近 縁 種 間 の タン パク レベ ル ょ より 解析 し た 分 化 程度 

小南 裕彦 ・ 笠 原 恵 ・ 山 口 修 ・ 住 吉 薫 
東南 アジ ア に 生息 する カラ ス ア ゲ ^ ム 集団 中 に は 多量 の 遺伝 的 変異 が 保有 され て お り , これ ら は 特に 隔離 
され た 島 小 集団 に お いて は 遺伝 的 浮動 と 合い まっ て 種 分 化 が 進ん で いる こと が 期待 され る . この 問題 の 一 
端 を 調べ る た め に , 台湾 産 , 石垣 島 産 , 沖縄 本 島 産 , 本 州 産 の 各 亜 種 カ ラス ア ゲハ 雄 20 匹 ず つ を 採集 し , 
腹部 を 擦り 潰し た 全 上 澄み タン パク を SDS-PAGE お ょ よび 二 次 元 電気 泳動 で 解析 し た . 合計 の バン ド 数 に 占 




















NII-Electronic Library Service 


